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I はしがき

カンボジアでは， 1970>.f3月18FIfこ，当時のノ

ロドム・シfヌーク（NorodomSihanoulく）同家主

席の解任・追放とし、う政変が発生したが，この政

変を契機に，独立後十数年にわたって維持されて
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きた国内平和は破れて戦場と化し，この国は完全

に「第2次インドシナ戦争jに組み込まれてしま

った。

現在，カンボジアの±要政治勢力はそれぞれ70

ノンペンのロン・ノノレ（LonNol)毅米右派政権派

と‘解任されたシア宍ーク殿下らの結成したカン

プチア民族統一戦線・カンボジ7王国民族連合政

府派とに分れ，それぞれアメリカと中国を中心と

し近隣インドシナ諸国の友好諸勢力をもふくむ左

右両陣営からの支援の下に政治・武力闘争を展開

しつつあるのである。

では一体， ケJーノレ・ナショナリズムを切り札

に，シアスーク国家主席を解任し，国内「聖域j

のベトナム共産軍を国外に駆逐し，アメリカを中

心左した外国援助と経済自由化政策によって，カ

ンボジアの独立と中立を維持しようと図った，ロ

ン・ノノレ政権の政治の現状は如何というに，政変

後 2カ年を経た1972年 4月初現在，残念ながら同

政権の立場は悪く，実情と見通しは必ずしも明る

いものではない。

そこで本稿では，政変後のこのプノンベン新政

権の政治過程の動態、について，とくに70年10月の

共和制干名行から72年 3月のロンノル二ゾン・ゴケ・

タン（SonNgoc Thanh）体制の成立までの時期を
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中心；二，検討することとしたヤ。その検討を通じ

て、プノンベン政Ni1々 にはこれまで多くの不安定

要同が存在したL、なお今後に解決すべき多くの

a1vxgを抱えてL、ることがWJらかと f五九う。

II ブノノン c;ン新』主権によ ζp共和制

J、の移fJ 

1 た和市jへの移行とその憲君主

／ア zーケ｜主l家主席山解任・迫肢というム大政

支より ιヵ）］｛乏しつ！970"-1' lO)J 9 S, ノ・／；ンオ、ジアの

つ。ノンパンい7ι・J,, ）政権i土共和iffiiJ江古をrr
な1，，，この Fltユ1，年カン；Jcジアは土：出I］を廃11二し，「ク
メール共和同」（R句ul,liりl1い Ehrn合re,"l't託行で［ hrr山

Repul,lic、1という名nJJ.;f口fljiJI玉j家となった。

I() J-J 7打、カンホジ戸国民議会てで i可決された「ク

dーノL::JI~干ll!Li宣言法 l には，（1 1クバール共和同は

ー・体であり，分削i土許されなし、。 1J1共和国主J：二1士

111月9日午前7時全期Lて［ヨ民話会議長；こより

国民の名において行なわれる。 121共和政fふの：t燃
えl込固守、り，新iよ： iti>ttth~ される主で（！，IHJ，現行立

法は共和制C）精神と体flji）；こ以する条」Jcld::除いて，

軒定的に適!11される， 13）法の下での国民のw今日こ
反する全てし＇1iH'ftと規定，ど〈に：T依などrl＇，生あ

石いは係累tこよーて特権を認める刑法、民法、の規

定は無効とするう 141現在のチェン・ヘン（Ch(,n,

II守Eg)l耳？友二主I京i土， 新ししJ切IJIJJ｝：.杭i,Jl,J:i主clIさ

れるまで引ほきその義務と職務を遅行する，こと

が規定され心、た，;: I ! o 

イノレイ、／政府は10)]9 ~］午前 7 時共和制修行

何百式典をl!Bl札イン・ゲム llnTami I三民話会

議長が共和i!Jljへの移行を立言した。チ工シ．へン

lヨl守；－！＝tii'

干与行したが‘ こni'i-i-4l主！？たに千沖iから改認をおる

必要はない，－， 共和国はこj〆Lまでに締結主れたすべ

ての条約，協定，取極めを尊重する。クメーノレ共

和国は，し、かたることがあってもその非同盟，独

立ー中立，領上保全の政策を引続き維持してゆ

く。 ffiT政｛本のもとで受入れた外交使節団は有効で、

ある。j と述べてU、た W-2)0 なおこのHの式典に

は，アメリカや日本をふくむヤわゆる自由陣営諾

i誌の外交問は出席したが，ソ連，チェコ，ポーラ

ンド，東独などの社会主義諸国および，フランス

の外支同は欠席し，当時におけるロン・ノル政権

とこれら諸国との微妙な関係を反映していたc こ

れら諸A回l土，ロン・人tレ政権との外交関係を維持

する－）jで，シアス』ク政権の解放闘争を支持す

るという立場をとっていたので、ある（註 3）。

ところでこの共和制立言にヤたるまでには種々

の経緯があハた。口ン・ノル政権は 3月の政変院

iをたどわに共和制への移行を繰返し唱えて，学生・

インテ I}j吋の支持を得ていた。 4月：tHには救国

委n会が共和制への将行の決定を発表し，同月11
上jには 1[1:J民の団結大集会jでロン・ノル首相が

国民にたし、して共和制移行を約束した。さらに G

J Jに「共和制将行特別委員会jを発足させ，新憲

法起草など具体的作業にとりかかった。しかしそ

の後， 4月末のアメリカ軍・南ベトナム政府軍の

カンボジア進攻作戦などを契機とする戦火の拡大

で共和制移行どころではなくなり，また主！？政権内

部でも時期尚早論や慎重論も出て，一時は流産の

可能性すらあった。ロン・ノル政権としては，田

氏の大多数を占める農民層のあいだになお根強く

残る王室崇停の傾向を恐れ，王帝lj廃止をおくらせ

てし、たわけであるが，当時軍事的lこも政治的にも

活発な活動を展開していたシアヌーク殿下らカン

ブチーア民族統一戦線側に比べて，プノンペン政権

側が；無為無策にあることに対して国民から不満・

ヤらだらの芦が出されており，共和制移行をホゴ
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にすることでその早期実現を望んできた青年・イ

ンテリ層の支持を失なうことはさらにマイナスで

あるとして，ミこに王帝lj廃止に踏み切ったもので

ある。青年・インテリ騨は，プノンペン新政権に

とって，軍：貯やサンクム右派系政治家と並んで重

要な主要支持勢力の一つであったのである。この

ほか，当時のロン・ノル政権の共和制移行の強い

としては，（1)シアヌーク殿下や同派政府の全閣僚

に死刑を宣舎したのに続いて，シアヌーク殿下に

政治的打撃を与えること，あるヤはまた，（2）数週

間後の雨期明け後に予想される共産側の乾期攻勢

をはじめとする戦闘激化に備え，国内体制jを回め

るため，王制というシアヌーク遺産を清算するこ

と，すなわちさの措置によって，いまなおシアヌ

ーケの影を感じとるカンボジア人の心に一つの大

きなふんぎりを強制すること，などの諸点があげ

られよう。このlまか，当時すでiこロン・ノル政権

支援に事実上踏切っていたアメリカにとっては，

この共和制移行ほカンボジアでの戦争遂行上必要

な条件としてj自られてきていた， どもみられる。

ともかく，この共和制移行によって，ロン・ノ

ル政権は青年・インテリ層の支持をまずつなぎえ

たことは確かである。この国の背年・インテリ層

の大部分は，今次の政変をフラ〉ス大革命になぞ

らえて考えていた。かれらはシアヌーク殿下をフ

ランスのルイ14世に比し，そうした絶対王制の支

配下で遅れてしまったカンボジアの政治と社会を

変革しなければならないと考えていた。したがっ

て， 3月18日はカンボジアの「7月14日jであり，

次にはどうしても王制廃止と共和制宣言という革

命の過程が必要だったのである。筆者も70年7月

プノンペン訪問のさい噌街のあちこちに「共和制

万歳」とフランス語やカンボジア語で書かれた垂

れ幕や貼りビラを見掛けたものである。かれら青
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年たちがつねに街頭で叫び，かつまた共和制移行

を記念して旧王宮前に作られた共和記念塔に刻ま

れたのも「自由，平等，博愛jの3語であった。

プノンベン新政権は今次の共和制移行によって

ともかくこうした革命＝新国家建設と祖国防衛＝

庇ベトコン・北ベトナム聖戦の先兵としての意識

を強く高揚させている青年・インテリ層の支持を

つなぎ止めることに成功し，かれらを新政権の目

指す反共ナショナリズムの方向に吸収することに

一応の成果を1絞めたのであった。

ただし，青年・インテリ！留とプノンベン新政権

のあいだの緊密な協議関係がいつまで続くかにつ

いては，はなはだ多くの不安定要因があり，容易

に確定しえなかった。

2. 新憲法草案の作成

ともかく，共和制移行宣言に次いでのプノンペ

ン政権の課題は，共和制に実質を与えるため，ま

ず新憲法を作成することであづた。国会は10月四

日、国会内に憲法草案を検討する特別委員会〈司

法・憲法委員会）を設立することを決めた。ついで

この委員会の手になる全文131条の第1次憲法草

案が11月9日に国会に提出された位的。

この草案によると，新憲法は従来の1947年制定

王国憲、法と異なり，カンボジアを統治する王・王

妃についてなんら言及しておらず，これが当然と

はいえ，本憲法のもっとも大きな特色である。同

草案によると，共和国大統領は普通選挙で選挙さ

れ，任期はS年，大統領は首相を指名するとされ

ている。議会議員も任期5年である。また投票権

は18歳以上の者に与えられる（従来は20歳以上）が，

箪人・僧侶には投票権はない。本草案作成に中心

的役割を果たしたウン・ムシ国会司法憲法委員長

は，この新憲法の特色について「i日憲法と異なり，

新憲法は家族，保健，教育，育英資金供与の問題



などを扱っている。新共和政体は大統領制という

より，むしろ議会内閣制である。旧王国会議は廃

止され，上院がこれに代わって設置されるJと述

べている。

この草案の審議については当初からかなり長期

間，少なくとも半年以上を要するものと予測され

てはいたが，その後審議は遅々として進まず，年

を越しでもほとんど進捗がみられなかった。かく

して，クメール共和国は国旗のみが定まった状態

でスタートしたのであった。なお，この間，国会

の任期は10月18日で切れたが， 「ベトナム共産軍

の侵略と圏内治安不良で新選挙を行なうことがで

きないJので，現国会の任期を 1年間延長するこ

とが決定された。これに伴って，国民議会議長に

はイン・タム氏が，上院議長にはオン・シム（Ong

Sim）氏がそれぞれ再選された。また， 3月18日か

ら実施された非常事態宣言の期間は， 9月18日か

らさらに6カ月間延長された。

3. 解放勢力の反応

一方，この間，北京を中心としたシアヌーク殿

下らのカンプチア民族統一戦線側は，プノンベン

政権によるカンボジアの共和制移行についてどの

ように考えていたのであろうか。プノンペン政権

によるカンボジアの共和制移行については，カン

プチア民族統一戦線側はまったくこれを認めてい

ない。 10月10日，カンボジア国家主席シアヌーク

殿下，カンプチア民族統一戦線中央政治局，カン

ボジア王国民族連合政府は共同声明を発表してプ

ノンベン政権の共和国移行宣言を非難し，「ロン・

ノ1レ政権の共和国は不法な反人民，反民主，反民

族的なもので，クメーlレ人民を代表するものでは

ない」と強調して位5），各国に共和国承認を拒否

するよう呼びかけていた。また民族連合政府をカ

ンボジアの唯一の合法政府であるとする中国政府

も同日声明を発表し， 9日に成立が宣言されたい

わゆるクメール共和国はアメリカ帝国主義が捻出

したこっけいなあやつり芝居であり，政治的ペテ

ンであるとしてこれを激しく非難した値引。

こうしたプノンペン政権非難に加えて，さらに

70年10月末の雨期明けとともに，プノンペン政権

にたいする締めつけを強化すべく，カンプチア民

族統一戦線側のプノンペンにたいする攻撃は激化

し，同地での爆破やテロが頻発するにいたってい

る。地方でも同戦線側は各地で攻勢に転じた。共

産側は雨期の聞に各地に着々と浸透し，新しい聖

域となったカンボジア北東部4州からコンポン・

トム周辺， トンレサップ湖南岸を通り，キリロム

をかすめて南部カンボジアにいたる補給路の確保

に成功していた。 10月9日の前記共和制祝賀の式

典が首都プノンペン以外で行なわれたのはわずか

にコンポン・チャム（KompongCham），コンポ

ン・トム（KompongThom），ノミッタンノξン（Battam-

bang），フ勺レサット（Pursat）の4都市にすぎなか

ったことは，当時のロン・ノル政権の支配力が国

内いくつかの点に過ぎなかった事実を反映するも

のであった。

（注 1〕 『朝日新聞』 1970年lOYl8日付。

（注2〕 AgenceKhmere de Presse ( =AKP), 1970-

10-10.『朝日新聞』 1970"!'-10月10日付参照。

（注3) カンボジアをめぐる国際関係について，本

稿では詳細に立ち入らない。この点、については，近干lj

の拙著『カンボジア現代政治の分析』（臼本国際問題研

究所〕を参照されたい。なお筆者はすでに政変後のカ

ンボシア情勢と，中ソ対立との関連を論じたことがあ

る。 tiU稿「カンボジアをめぐる国際環境一対中ソ関係

の民開過程を中心としてー」 （山本登編『中ソ対立と

アジア諸国』下巻 日本国際問題研究所昭和46年3

月所収入

（注4) AKP, 1970-11-10.『毎日新聞』 昭和45年

UJj 10日付。

（注5〕 『朝日新聞』 1970年10月12日付。

（注6) 『朝日新聞』 1970年10月12日付。

ラ
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阻 ロン・ノノレ首相発病による政治

危機とその打開

l. 1970年末から71 年にかけての寧~~・政治情

勢

1970年11月以後本格的となった吃期攻防戦の激

化以後は， 約4万人（うち軍隊1万5000人〉といわ

れたカン 7＂チア民校統一戦線側がりンボジア駐留

の北ベトナム軍・南ベト十ム解放軍（約九万）から

種々の指導を得，かつ中間・北朝鮮の援助による

常事装備を強化してプノンベン政権に対する攻勢

を活発イじした。これに対して，これを迎え撃つプ

ノンぺンU女府軍！民｜ではそσ）兵力♂〉増強 （D1Z変当μ

の3万50朋からこの当日寺約18万に増加〉にもカ冶かわら

すミ‘兵土川戦闘能力はf/Jて；守！：低く，このため一層ア

メワカ空軍の支接爆撃や尚ベトナム軍への依存度

全清めていた。 七た戦車；f）拡大で志化、りゐ途をた

どったカンボジアの財政・経済を援助する必要か

らι，ア Jリカはカンボジアに対する介入度を次
第に深化5せつつあったのであるc

以上のようなカンポシアの軍事・政治情勢は，

':・1. lソ71年『二iまい－，，てもさして変わらず， li.J年1月

末にプノンベン空港が攻慰された以外は，国内各

1山勺戦闘は前年夏、勺状抗からわ，，11斗こ一進一退を
繰り返していた。そして戦争の主導権は依然カン

イ千ア民放統一戦線側の子中に担られてL、た。 i込

戦線はその解放区の建設を着々と推進しつつあっ

たυ これに対して，プノンベン政権銀I］♂J支配力が

点と線，場合によっては点だけにしか及んでいな

いく二と以後実であった。

2. ロン・ノル首相の発病・辞任と百組韻

1971年のプノンベン政権は，上述したような前

年以来J）京事情勢悪化の中で，その政的も決して

安定していなかった。その政情不安は，政権指導

6 

者間の内部抗争，政治・経済をふくむ内政の失敗

に対する学生・インテリ層の不満，などが主要原

因となってもたらされた。

プノン Jぞン政権のロン・ノル首相は，アメリカ

南ベトナム政府軍によるラオス侵攻作戦が開

始された翌日， 1971年2月9日に脳出血で倒れた。

その後ホノ／レノレの米軍病院で 2 カ月間の療養乍j，~－

を送り， 4月12日に帰国したo しかし，左半身は

不樋であり，戦時下の首相兼国防相という激務を

続けることは困難だという理由で，同20日内閣総

持職を発表したr汁 1）。 it，］首相の健康状態からみて

辞職は当然であり，後継首相には，ロン・ノ jレ首

相不在中，首相代行の任にあったシリク・マ守ク

副首相が昇格するという見方がプノンペンの常識

であった、しかし，事態はそうは進またかったO 同

国I］首相に反対する勢力が軍部中堅層や学生・イン

テリ層の閣に強かったのである。このため，後継

首相の選出をめぐり，プノンペンの政情は2週間

にわたって揺れ動いたo 4この間，チェン・ヘン国

家主席上り組問要請を受けたロン・ノrレ首相，シ

リク・ 7 タク副首相，チニLプ・へyレ国家主席顧問，

イン・タム国会議長らがいずれも辞退し，結局，

悶民の支持をパックにロン・ノノレ首相が2度目の

組問要請を5月3自に受諾してやっと事態を収拾

することができた。これより先， 4月21日には国

会がロン・ノノレ将’単に「国家英雄」の称りーを与え，

かつカンボジア初の元帥とし，国政の重要問題一

切について同将軍の助言を仰くと決めた（注2）のを

始め，同将軍の再任を求める芦が軍民各層から一

斉に出されてヤたのである。

5月 11I 1にロ〉・ノル将軍の内：登場という形で

成立した新内閣では，病身の問将軍の，首相とし

ての激務軽減という意味からも，首相代行に長年

の盟友シリク・マタク氏を据え，この首相代行と
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3人の副首相の 4人が事実上の集目指導制をとる

こととされたIi'[ 3 ¥ Ii'S 1副首相には前回会議長の

イン・守ム（InTam) I1cが就任し第2副首相には

白［jク£ーノレ銀行総裁のソク・チョン（SokC:hhong) 

氏がなり，第3副首相には、前社会開発作iのハン・

卜市ン・ハ川ケ (IIang’rhun Hai;)氏が任命され

たc このほか外JHには 7ゥーン・ウ fック（Koun

Wick）氏が留任し、商工相には新たにクン・ケイ・

リ（J,hungTh‘:cy Lyl氏が就任した。なおロン・

ノ／［，将軍；土シリケ・マタケ氏の補佐でうi続きi♀京

総司令官と参謀総長を兼任する三ととなった。 5

Jj 9口‘ ロンノノレ廿却は全国民；二対し，新内閣に

対して全面的支持と信頼をよせるよう要望した。

3. 政花指導者聞の内部抗争

以上山政治的j昆乱を牛ムんだ原｜却のすぬが，人材

不足，責任内閣制山伝統の欠如とレうレアスーク

政治の残した向あとにあることは事実であ〉た。

しかし 方‘今IT，トノ〉事件の経持とその収拾形態を

みると，現状からみて『やはりロン・ノル将軍以

外にカンボシアを統率しうる人物がL、ないこと、

イ Fン.：：.ン政権を支える勢力の開に対立，分裂が

あることを閉じかにし，それらのとと方、ら、当II寺

イノンJよン政権が政治的にきわめて深刻な事態に

あったことを示したιのといえあJ什 4', 
ロン・ノ yレ将軍はづりノンザζン政権，特ト二軍部内

で圧倒的な人気を持－，－，口、る。誠実！：人W1，シア

スーク時代か「ヲの実話，シアヌトク殿下追放の立

役者であったことかんみて，これはある程度当然

山ことである ti5 ＼しかし，そ才dヌ＿_Lにアcノンべ

ン政権には二の上うな l英雄」を必要とする1ド企j

があつfこコすなわ九「独立の父キ γzーケ殿下を

追放した後で、同殿下を敵；ニ~1\Lて戦争を遂行す

るためには，どうしでもそれに対抗しろる「英雄一

が必要であったのである c国会がロン・ノル将軍を

i云家英雄に祭り上げ，かれをカンボジア初の元帥

とし“誤りを犯すことのない，したがって批判し

てはならなし、存在”とした理由もそこにあった。

したがって，このような口ン・ノル将軍の存在

と権威がゆらいだとき，政権内部に隠されていた

分裂が表面に現われるのは当然であった。もとも

とプノンペン政権は，シアヌーク追放では一致し

たものの，本来は異質的な勢力の寄り合い所帯で

あったのである。すなわち，ロン・ノル元帥に代

表される軍部，シリク・マタク副首相に代表され

る11-1来の支配階層内のサンクム右派を中心とした

反シアヌーク勢力，それに学生，教師を中心とす

る青年・インテリ唱という三つの勢力は，それぞ

れに異なった性格と利害を持つ勢力なのである。

とれらに加えて，政変後急速に勢力を増大させた

ものにゾン・ゴケ・タン氏に代表される！日自由ケ

メール（I:!,mer Serei）一派があった。

今回の組閣をめぐる混乱では，この寄り合い所

貯の矛盾が露呈したG それはまずシリク・マタク

副首相とロン・ノル元帥の実弟ロン・ノン大佐の

対立という形で表面化したとみられる。シアヌー

ク殿下のいとこにあたる！日王族のシリク・マタク

副首悩ま，シアスーク追放劇の筋書を書いた人物

といわれ，その政治力，行政能力はアメリカ{ll.ljから

もi匂〈評価されているほどである。しかし，rJJ将の

店主は持っているものの，軍人としての実積はな

し、。これに対し軍部中堅層は戦争とともに急速に

発言を強めてきた，し、わi工、新興勢力である。なかで

tnン・ノン大佐は実兄の声望を背長に，カンボ

ジアのCI Aといわれる首相府特別協力委員会事

務局長の地位を占め，第15旅団長も兼任し，めき

めきと実力を伸ばしてきた。この新In両勢力関に

対立が1三じJたのも，いわば当然の成り行きであっ

た。両者の対立はロン・ノノレ元同！の不在中に，

7 
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時は激突寸前の事態にまで発出したといわれてい

る。このときは，一部の軍人によるクーデター未

遂事件ポあったといううわさが，プノンペンに流

れ，将校十数人が逮捕容れたといわれる。このク

ーデター計画はロン・ノン大佐の勢力一掃が目的

だったが，失敗して逆効果になったとされている

ものの，実態は不明であるc しかし，一時はシリ

ク・マゲク副首相がロシ・ノン:J...:f主派の手で軟禁

されたという報道も流れ、 /jLj存の対立はかなり深

刻だとほえられた。だが，筆舌の抑制では，ロン・

ノノレ元帥の存在がある限り，多少の喰違いはあっ

ても，この両者の関係が盟大事件に爆発すること

はまずないものとみている。

この副首相と軍部中堅腐の両者聞の対立に加え

て，今回の政情不安期iこは，さらに無気味なソン・

ゴク・タン元首相の存在があ pたG ケン氏は前述

したように，かつて右翼の反シアスーク武装勢力

Iクメール・セレイ」（自由；7／ール）を指導し，

シアヌーク追放後に帰国した人物である。亡命当

時の関係からアメリカ，特にCI Aや南ベトナム，

タイとのつながりが深い。カンボジア国内政治に

お，.，くは，長い亡命生f百／〉ブランクはあるが，ア

メリカとの緊密なつながりというむノりな背景があ

るどけに，その発言力は帰国後とみに増しており，

71年示現在ではすでにさ／リク・マタク説首相をし

のいでいるような印象さえ与えていた。しかし当

時，政府軍の中核となったカンプチア・クロム軍

指導者としてのタン氏はロン・ノル兄弟をはじめ，

軍部と慣接な関係を維持しているものの，同氏の

過去があまりにもアメリ力やとくにi布ベトナムと

桔ぴJ山、ているため，政治家をはじめ一般カンボ

ジア人のいまだ生々しヤ反ベトナム感清から反発

もあり，本人にその積極的意志がないこともあっ

て，ついに今回は政権担当者としての登場はなか

8 

った。しかし，かねてより，もしロン・ノル政権が

くつがえって容共政府が生れる恐れが生じた場合

には，アメリカと南ベトナムはタン氏を切り札と

して利用するだろうとウワサがあり，これはプノ

ンペンの右派政治家の間にも強い支持者をもって

いたのである。プノンベン政権の政治危機的様相

の増大とともに，以後ソン・ゴク・タン氏および同

派の若手政治家の一層の台頭が十分予定lされた。

こうして，ともかく今回の－fノンベン政権の政

治危機は，ロン・ノル将軍の再組閣で切り抜けら

れた。しかし，そのロン・ノル将軍は半身不髄と

いう不安な状態にあったのである。このことはそ

のままプノンベン政権の当時の実状と将来の見通

しを象徴的に示していたといえなくもない。

({I J 〕 .Agence Kl弘前金γede Pres沼 (=/¥KP), 

l<J7l 4 21 『読売新｜羽』 1971年 4jJ20i I fJ。

GL2) 『昨日新開』 1971年 411221, Ho 

(ii :-l) 『；りi日新開』 1971年 5Jl61IH。

GI 4) Jili.f!.li「プノンペン政位、｝｜人Jjlii]J （『7 ゾア・

レビュー』 第6サ 1971年6月〕 169～171ページ。

cf. Robert Norton, 

Far Easteγn Ecoπomic R即 iew,Vol. LXXII, No. 

19 (May 8, 1971), pp. 5～6. 

Cltら） iill稿「ロン・ノルJ(Jif;'. ilyJ』 197(H 7月

&,) 66～71へージ。主n稿「カンヰ、ジアに:Lけろ Jこトナ

J 人1::1出）現状と歴史的背景J（『アンア経済』 12巻2

1971 "I 2月） 42～44ページ。

IV 議会の制憲議会化と軍事独裁制の確立

l. 政治経済の実情と学生・インテリ鰭の不満

病身のロン・ノル首相に代わり，第2首相とも

いうべきジリク・マタク首相代行と 3人の副首相

による集団指導苦手jで71年5月に出発したロン・ノ

ノレ挙国一致新内閣の歩みは，決して順調ではなか

ったっ

Iニ述したような政権指導者聞の内部抗争が依然

として残る一方，学生・青年・インテリ層も同年
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初五リゴとかなり不安な掛jきを示していた。この問題

もまえ，ロン・ frレ政権の足もとを揺ぷりかねな

い重要問題であった。

政変以来，学生・インテリ層が熱望していた共

和制移行はたしかに実現した。 1970年10月9日，

ロン・ノル政権がカンボジアの王制を廃止し共和

制宣替を発してその実施に踏み切ゥたことは前述

したとおりである。

しかし，実情はこの共和制移行がカンボジアの

民主化になんら新しい展盟を与えておらず，これ

がクーデター以来これまでロン・ノノレ新政権を強

く支持し続けてきた学生・インテリ層の政府に対

する不満・不信をつのらせる結果を招くこととな

った。 1970年10月の共和制宣言では，従来認めら

れていた王族の特権廃止という点は実現したもの

の，それ以外はほぼ全面的に従来の1947年（66今

改定〉憲法の軒定的適用を認めており，とくにll

立った政治改革は行たj）れなかった。その後1971

f干主にはνってもロン・ノノレ新政権』二よってそうし

た政治改革が行なわれる徴侠はみ人れず．古僚機

Wlやその運営ぷり i土旧場依？lミたるものがあり宅政

界，官界，軍隊など各界有力者（.＇）顔ぷれとかれら

の私生活の豪勢さは政変前と同じであるとU、つた

ti；態が続」、て

契機iこ二， 1970与A末以来，くすぶり続けた学也イ

シテ lJ層のプノンペン新政権iこ対する失望感・不

満が次第！±高まりをみせるにいたったのである。

その上，学生・インテりたちが期待していた新憲

法の作成もなかなか進展しなかったc70年末以来，

新政恰体制を大統領中心制とするか議会中心制と

するかなどについて種々の議論がなされたが，肝

心の新憲法草案作成は少しも見通しがたたなかっ

た。ついで71年5月成立の新内閣の重要政策の一

つにも，この新憲法草案の早期作成促進というー

項が加えられていた。 6月16日に至って憲法起草

拡大混合委員会（議長ソ・ネム氏）が初めて聞かれ，

議長にソ・ネム（SoNem）氏を選出したのち， 15

人より成る憲法草案作成小委員会を問日に発見さ

せた仙2）。この小委員会は盟17日，委員長にロン・

ボレト氏を選出した。そして 8月末までには，全

体としてフランス共和国憲法によく似た新憲法草

案が作成されたが，なお兵士や僧侶に選挙権を与

えるかどうかなど意見の一致をみず米解決な点を

残しているといった有様であった。かくして，新

憲法の早期制定・公布は当時なお望み薄であった。

このような事態から生れる学生・青年・インテ

リたちの現実政治に対する失望J惑が，しだいにか

れらを政府批判運動へと導いていく導火線となり

つつあった。

がててがえて， 70年春の戦乱発生より悪化の一

途をたどってきたカンボジア経済はけJ'3〕，この71

年存から手火にかけての時期iこ最悪の事態を迎えて

ヤ／こ。当時，プノこJぺン致権支配地域における経

済・財政状況は告しく悪化しており，物資不足・物

価高による自民の生活難は広がる一方であった。

主＇i時，現実にア。ノンペン政権が支配していたの

は，戦場と｛じした地方からの避難民の大量流入で

l.SO万に達した首都プノンベンと解放区となった

東北4州を除く各州、｜の州都，それにその周辺部に

すぎなかったが，このうち，首都プノンベンは前

(1970）年6月末以来，解放勢力側の圧力が増大

し，岡市への物資補給ルートがつぎ、つぎ、に閉され

て，次第に孤立化傾向を強めていた。そうした局

面を打開するために， 71年初頭より各方面の国道

打開作戦が政府軍によって試みられたが，いずれ

も成功しなかった。

したがって，心の当時，ブノンベンに通ずる主

要道路や河川，鉄道でどうにか通行が確保されて

9 
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いるの仕，同市とサイゴンを結ぶ国道1号線，そ

れに同じく南ベトナムとの聞を結ぶメコン河航路

のみであった。しかも，その国道1号線さえ共産

箪による地雷敷設と切り倒した樹木による分断

で，ときどぎ封鎖される有慌であった。

こうした輸送路の混乱，分断は当然，輸出入の

激減となり，首都プノンペンでの物資不足をもた

らした。米，グムなどこの｜誕の伝統的主要輸出農

産物も輸／＼＇1できなくなゥていた。米・豚肉・塩・

砂糖などをはじめとする食料品や石油・フド炭など

の燃料をrt1，亡、；二種々の生活必需物資の不足・高値

が続き，戦百しの拡大や民力情強に伴う軍事貨の激

増とも相まって，カンボジアの経済は次第にイン

フレ傾向を強めていたο

通貨のJ監発によって， リヱヤ（Riel)貨のヤミ相

場はウナギl：りとなり，つL、に71年7月末にiま1

ドル380リエyレにまでハネ上ってしまった（公定は

当時1U. S ドル＝55.5リエル）っ

物価）隊員による市民生活の圧迫から， 71年4月

以来，バッタンパン市を皮切りにカンボジア各地

で物価つり上げの張本人は華商であるとみなす学

生・青年た九による反華商暴動が続出するに至っ

ていた。このl詞では政変直後， 1970年4乃のベト

ナム人虐殺事件を頂点に，クメール・ナショナリ

ズムが荒れ狂ったとき，華商の身の上にも火の粉

が飛びかねt.n、情勢にあった《そのとき：わzン・

ノル政府側の説得で大事にL、たらずに済んだ。し

かしこの事件を契機に， 45方ないし50万人いた中

国人の 1割はその直後に外国に逃げ出したc その

後も輸出入目前Jも減退で見通しの立たなくなった

華商や将来の徴兵を恐れる若い中国人たhの流出

熱は高まる一方であったが，とくにその傾向は71

年4月｜二旬の日華商暴動事件の続発以予t1いっそう

顕著にたってきていた。当時，フ。ノンペンでも暴

IO 

動のウワサにおびえて，店を閉めてしまう華商が

目立っていたという。

カンボジア経済の実権を握る華商たちを，これ

以 k追いつめることは，そのままカンボジア経済

の破局を招くことにもなりかねず，また政府や議

会首脳の中には，同じく中国系出身者も多く華聞

に強調な弾圧策をとれないという事情もあった

山 4）。しかし，かといってロン・ノル政府にも即

効を期待しうるインフレ打開の名集は思い浮ばな

かった。政府は1971年夏から避難民に対する食糧・

衣類・薬品の無料配布を行なってかれらの不満を

なだめるほか、 一般市民に対しても食料品をはじ

め生活必需物資の統制を行ない，それらを配給制

にし，また正価販売・投機の禁止などの布告を出

し♂たりしてきたが，これとて即効は期待しがたか

った。これまで食料不足に悩んだことがなくーそ

れが国内政情安定の安全弁の役割を果たしてきた

この岡でも，いよいよ現実lこ食糧危機が感じられ

てきたことで，従来政治に無関心で，政治意識が

きわめて低かったこの国の国民も次第に政治意識

を高揚させ，現政権に対する不満を募らせるに至

'-
'> Iこ。

どもかく，以上のようにカンボジアは1971年夏

には，全く深刻な経済危機にあえいでいたのであ

り，問年5月の組閣でわずか29歳で期待されて商

工相のポストにつし、たクン・タイ・リ（KhungThay 

Ly！氏もこの経済危機の責任をとらされ，就任後

わずか2カ月余を経た7月23日の議会で不信任決

議をうけ，あえなく閣僚の地位を追われたが，そ

の宵後tこはこうした国民の一般感情があったので

ある。その上司に当る財政・経済担当のソク・チョ

ン第Z副首相も国会から喚問の申し入れをうけ，

ケン・タイ・リ商工相のテツを踏まないために，

7月30日に自ら辞意を表明するに至っていた。
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しかし結局，この同の経済情勢の回復は，外

国援助とくにアメリ力からのそれに全面依存する

l王かないであろうとャ、うのが内外に一致した見方

であった。アメリカの援助は、 6月iこ終J、る1971会

計年度iこ総額2｛；意3500JjドJl, （う丸山接待（）j｝；長J:l)J分

が l(百日（）（）万ド／レ，経済反則元，二9000万：：，~ ) tこ違Lて

おり、翌1SJ72年度にはさらに大幅な端部が期待占

れと I，＇／ピ

この点で， 7l>F8月に行なわれたシ 1,1ク・マヲ

ケ片相代行♂）ア Jリカ・日本訪問の成果がとくに

期待されてL、た 今｝うこのシ IJケ・ソケケ首相代行

J) y / IJ力的問l士、 7月に発J毛主れたアメリカグ｝

ニケ tノン大4究fiJ'.l:(7〕訪中，「，，町の点芭？をさくるととも

に‘カンボジアに汁するアメリカ！が・ti.経済j長助

C，大rr），＼増加を要請するのが主要口的／こ JJたのであ

り、｜二｜本にJ川、どはやはり援助要請を行なろこ ξ

とされたっこの訪問の結果司ア』 1）やは1972；会；;1

年度に総領1｛古川00万｜ご Jレの援助作町長Jilj'.Z（，心ド

ル＇ ff存｛長11/JI 1古 ！（）（ )l)•i ド IL 、 t【；守H12lJJJ ゴ（）（）（）｝j ;:';,,) 

を7］ン丁、ジアに供与する二と， 日ヨtよカ‘「〉；才うた'.2/j 

トンを無償供与するととうおよびこれJじμI,i！玉il土力

ンボシアが設立を予定している為住安定基企，，，び〉

IU資に同立した二と、などの成果がj（ド〉れた。こ

のよろな両｛l!IJ陣常諸国による水ぎわの再建打戦の

おかげで、こ三に力ンボジアはー応司その深刻な経

済危機状態から抜け/lIせる見ill'!1,-どけがつけ「）;j L 

たのである。 9月初頭に烹りうかねて昨立をf,H91L 

ていたゾケ・ヂ j ン財政・経済・財政誠整担当第2

Uill首相が時立を撤凹したのはこのためであ，》た。

それにして仁、民助供与の決定か九その効果：が

現われる主でには一定の期間を要ーするのは当然で

あり， 71年りJl末こんまでのカ＞，トシア経済は，

日復の見通し はつけられたもののラ依然として来

観を訂さな1,，，君主I］な危機状態にあ J Yたのである。

字生，青年たちは以上のようなロン・／／レ政権

下の政治・経済・社会情勢を前に，政治改革の実

胞や官吏・軍人による腐敗の一掃を叫び，経済再

建策の実施を追って，ときにはシリク・マタク首

相代行までやり王にあげて，政府批判を続けてい

た3 しかし現実の墜は厚く‘かれれの政府批判は

~lj\.J王され，その失望感は深まりつつあった。いま

やか,ltらを支えてU、るのは，わずかにベトナム共

産軍トこ対する「聖戦意識jだけであったが．それ

すら次第に稀薄化しつつあり，そのととはロン・ノ

ル政権にとマ1 てきわめて危険な状況になりつつあ

ったよう［，二思われる。しかも A方、71年夏頃には、

口ン・ノル二じリケ・マケケの二人三脚コンビによ

る政府執行部とイヱム・サムボーノレ（YemSambau了）

議長らを中心とする議会派（議会内の反政府派）との

問にι．ょうやく対立が顕著になりつつあったの
である。り }J131 iには，ウン・ムン第2副議長ら

親政府派議員：16名によぺてイエム・サムボール[El

会議長への辞任要求決議が提出された（It5）が， 15

I iの投票の結果この決議は否決され，同会内の反

政府勢力が強力であるととが明らかとなった。

2. イン・タム副首桔の解任

: nのロン・ノル古和の発病に始まり 4月末か
f) s月初頭にかけてピークを迎えた政治危機に続

いて， 1971年におりるデノンベン政権の第2r，ヨ日

の政治危機が9JJから10月にかけて到来した。

そのき J Pかけは，まず9月。〕ロン・ノノL首相に

よるイ〉・ Mム第 I副首相兼内相の解任事件てーあ

•）た•，

1 ：，.・タム氏はシア Zーク国家主席解任時に両

氏議会議長代理の任にあった人物である。シアス

ーケ時代末期からロン・ノル将軍側に組みし，政

変直後から出家主席に就任したチェン・ヘン前議

長の後をうけて国民議会議長となり，その強い政

I I 
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治力を質われて71年6月には，第1副首相兼内相

として入閣し，治安維持，宏教［耳題，，:m業，土木
事業，農村経済の諸問題を担当してきた。准将の

肩書きをもち，軍事I隔でも司令官として前線指揮

をとった。イン・タム氏にはこうして広範な責任

が付与され、しかも全国諸外同疲れるととを知ら

ないほど精力的に活動し，いまなお心信的にシア

ヌーク殿下に対する忠誠心を抱き，したがって解

放勢力iflij［こ同情的な農民たおともよく陵触し，か

れらと腹臓なく話し合いを進めたので，悶民の支

持も増大しういつLかシリク・マタク首相代行の

弓イ・パル司ロン・／ Jレ元師の後継者に隠せられ

るまでになった。しかも，ロン・ノノレ将軍は，前

述したよろ；こ去る 2月以来脳障害で半身不随に陥

っていた。イン・タム氏はもしロン・ノノレ将軍が

執務不11J能芯らば，自分がその後任に就任する官

f1c.iのあることを隠さなかった。

政策面においても，軍部的な統制よりも憲法や

議会民主主義・自由主義的政治の実施を主張する

イン・タム氏は入閣後ロン・ノル首相との意見対

立も多かつえが， 1,,J氏の主張；ょ凶会議員の中にも

当時のイエム・サムボーノレ議長はじめ多数の支持

者を得ていた。さらにまた，前述した国民の同氏

に寄せる人気の増大とも相まって，イン・クム氏

の政治勢力の中核としての勢威は急速に増大しつ

つあったといえる。

一方， 5月の新内閣発足以後，ょうやくロン・

ノル＝シリク・マタク政権執行部とこれに批判的

れ議会派との対立は顕著になりつつあった。前述

したような7月末の議会におけるクン・タイ・リ

商工相不信｛壬議決はその現われであった。この不

信任議決は，明らかにロン・ノノレ政権の内政こと

にその経済政策に対する議会側の批判を示したも

のであった。

I2 

このような情勢を背景に，ロン・ノノレ首相はつ

いに9月23日に至孔自らの勢力に脅威となるほ

どの有力批判勢力に成長してきたイン・タム氏の

解任に踏み切ったのである。ロン・ノル首相は，

24日正式にイン・タム氏を削首相から解任して閣

外に追い出し，准将の地位をも寺町j奪してしまった

位心。そして，内閣ではその後任にティム・グオ

ン国務相（官房長官）を代理として任命した。

このたびのイン・タム副首相解任の公式の理由

は明らかにされなかったが，辞職を要求されたイ

ン・ 7ム氏自身は，ロン・ノル首相に対して，関

瞭としての職務における無能・非能率 Cine伍cie1叫 J

により解任せよとせまった〈注7）。あるいはまた，解

在の3口前， 9 Jl20日tこプノンベン市北部にある

シェノレ・エッソ両社の石油貯蔵施設が解放勢力に

よって攻撃・破壊されたことに対して責任をとっ

たものとの説明も伝えられた。しかし，ロン・ノル

首相がイン・タム氏と同時に，政府週刊誌Realites

Cmb川lgiennes編集入の地位を解任したドウソク・

ラシ（DoucRacy）氏についてと同様，その真の理

由i土ロンーノル政策に対する批判のゆえであった

ことは明らかである〈注8〕。

このイン・タム副首相解任事件を契機に，ロン・

ノル←コシリク・マタク政府とイエム・サムボール

議長をはじめ今回解任されたイン・タム， ドウッ

ク・ラシ氏らが立て語る牙城としての議会との対

立が一層顕著なものになっていった。

なお，イン・ゲム副首相（将軍）解任より数日

後，明らかにイン・タム派として知られる数名の

高級将校が罷免された。そのうちの l大佐と 1少

佐はヤミ取り引きと公金横領の廉で投獄されてい

るoそのうちの 1人は！日都ウドン（Oudong）地域

の農民に牛を2000リエルで売らせ，その肉を 1キ

ロ70リエルで兵隊に売し買い値の10倍も稼いで
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いた。もう 1人は戦死した兵隊につv、て，その死

を隠して，その兵隊の給料を横領していたばかり

でなく，机上に幽霊部隊をつくり，その維持費を

着服していた、とされた悦9）。

当時，こうしf乙話社プノンペン政府軍によくあ

り，問題の将校たちが本当にヤ空取引きや横領を

していたか否かについては明らかでないが，おそ

らくこの将校たちの罷免によるロン・ノル首相の

真の狙いは，イン・タム氏の箪部における影響力

の残存を完全に断ち切ることにあったものと思わ

れる。

解放勢力側との戦況は劣勢を続け，当時なお依

然として根強いシアヌーク支持勢力のいる国内農

村部には思うように浸透できず，他方また政権内

でも議会派や信生・インテリ屑との関係が以上の

ように微ゅになってきた当時のロン・ノル政権と

しては、思い切，.，た政情改革を実施してかれらの

倍頼を取戻すのが，戦争に勝つため，あるいは政権

の維持にとってもちろん一番の！こ策で、あるがR 一

方なお，右傾化して，拠るべき唯一の勢力たる軍部

八の依存度をますます強め，その軍事政権的性格

を一層濃厚にしていく危険性も十分考えられた。

3. 議会の制憲議会化と軍事独裁繊の確立

カンボジアでは10月9日にクメール共和国発足

1周年記念日を迎えた。しかし，治安との理由で，

当日はとくに目立った祝賀行事や式典は一切行な

われず，また解放勢力側のテロや攻撃もなかった。

こうして，この日のプノンベンは何事もなく静か

に過ぎた。

しかし，プノンベン政局はこれより句日を経て

大きな激動期を迎えたのである。

1971年10月lfi日の閣議を経て守カシボジア政府

は現在の議会すなわち共和国評議会（！日王国会議＝

上院）と国民議会（＝T院）の全立法権限を10月

18日限りで剥奪し（同日で切れる国民議会の任期を

再延長せず〉，議会をそのまま一つの制憲議会に改

組するとの決定を発表した的10）。ついで翌17n,

この措置を決めた16日付法令を発布した。

さらに20H，チェン・へン国家主席の18日付布

告1号および2号を発表したが，この布告第1号

では，（1）すべての立法事項は閣議の承認を経た国

家主席布告によって処理され‘その実施期限は10

月18日から新懲法制定の日までとする，（2）これら

布告は新憲法で定められた新立法機関での批准を

必要とする，（3）首相および全閣僚は布告の実施に

ついて責任をもっ，の 3点を明らかにしており，

布告第2号では，現世敷かれている悶家非常事態

法の 671月延長を宣言し，ロン・ノル内簡に全責

任と政治的打開策を打つ態勢を与え，その皮面，

国民に対して出版，集会，通信の権利を一部制限

する方針を打ち出していた（注11)。

今回のような措置は， 9月のイン・タム副首相

解任事件の直後からすでにウワサされていたとこ

ろであるが，現実にこれらの布告が出されたこと

により，ロン・ノルニシリク・マタケ政権が国家

の全ての問題について全権を掌握する軍事独裁制

を確立し， 一方，とくにこれまで政府批判派の多

かった議会の廃止で，以後これに対して全く配慮

を行なう必要がなくなった。今回の議会の立法権

剥奪とそれの制憲議会への移行は，明らかに戒厳

令 1年延長拒否議決（9月171:-l)や新憲法草案起

草作業の遅滞（ないしは政府の管向に反する新憲法草

案の作成の意図）， また諸種政府政策の批判を通じ

ての議会派の活動tこ止めをさすことを狙ったもの

と思われる。このことは同時に，シアヌーク追放

後も残ってヤた！日体制の残浮（現国会は1966年の選

挙で成立したもの〕を一掃したことをも意味するも

のであった。ロン・ノノレ首相はこうした措置をと

13 
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って後顧の憂いをなくし，きたるべき乾期の戦乱

殺化に対処し上うとしたのである。

ロン・ノル首相は今回の議会臆止という措闘を

とった理由につし、て， 10月201=!' 「一部のグルー

プ，党派，団体が混乱の種をまいて国の分裂をは

かり，カンボ三九アが敗北への追を歩みfちしていた

からだ」とし， 「これに処するには，利敵行為に

なっていた， “不毛の民主主義のゲーム”に終止

符を打ち‘この無政府状態と闘い祖国を勝利に導

かなければならない。わが政府は勝利への道を選

んだのである。｜との主張を発表してし、た位12）、。

これに対して，一方，政府による今回の議会廃

止措置に対し，議会の権隈の維持を図ろうとする

反政府派議員は激しい反発を示した。イエム・サ

ムボーノし｜司民話会議長，イン・タム前議長， Fぅ

ク・ラシ氏ら反政府派の23議員はこの措置につい

ての法令の発表が行なわれた17上I, ［今回の措i百三

は本物のクーデターで，憲法違反であるJとして

強く非難し，同時Jこチ zン・へン国家主席に対し，

議会がもノ）権慨を保証十るよち張求することを決

めてu、た注13）。しかし，結局，この反発も少数の

ゆえにロ〉・ノ Pレ政権に打撃を与えるまでには主

らず，ついに押し切られた。

国会のmo憲議会への移行に伴」、，ロ J ・ノル政

府は国会の承認に基づく内閣としての法的基礎を

失なったとして辞任手続きをとり，引続き新ロ

ン・ノル内閣（第4次）を組閣した。 10月18日付

の国家主席布告第30号は，閣僚の増員を規定L,

また同日付CE71～619法令は現ロン・ノル内閣

の辞職と新内閣の組閣を規定していたtげの。新内

閣のメンベーいがi内閣と大差のないものであ J Yた

が，第1副首相にはティム・グオン（TimNguon) 

氏が任命されて I，、た。

こうして議会の廃止や言論の自由制限策などを

14 

ふくむ今回の一連の措置により，ロン・ノノレ政権

は軍郎勢力を背景に政府諸政策に対する批判や反

対の口封じをしてしまった。これは明らかに箪事

後裁制の強化だとみられたが，ロン・ノノレ政府は

極力その否定に努めていた。

ともかく，ロン・ノノレ政府は今回の｝昔置でえた

全権をもとに，当面の軍事・政治対策に乗り出し

たが，同時にそれらと並んで盤要な感化した経済

情勢再建のための緊急措置を発表し直ちに実地し

た。すなわち10月21日，ソク・チョン第2削首相

：ま，戦争によって深刻な危機に直面しているカン

ボジア経済を再建するため，政府は（1）リエノレ通貨

を変動相場制に移行させる，（21友好諸外国の資金

拠出による「為替安定基金」を創設してリエルを

買い支える，（3）増税を実施する，（4）厳しい価格統

制を行なう，などの措置をふくむ，経済全般にわ

たる安定計画を作成したことを発表した惟15）。そ

してとれらの計画はアメリカの援助のもとに，同

月29iiより実施に移された。リエルの新レ」トは

IU S Jcル：HOリエルに設定された。壊滅寸前ま

で追込まれていたカンボジア経済が，こうして主

としてアメリカのばくだいた資金投入によるテコ

入れにより，ようやく息を吹返しはじめたのであ

った。しかし，その効果がはっきり現われるのは

同年末以後のことであった。

4. 新たな政府批判勢力の台頭

南方，こうした経済・財政面でのやや明るい見

通しに対して，政治情勢は依然ロン・ノノレ政府に

とって時かったc それを象徴的lこ示したのは、 11

月の制憲議会議長選挙であった。

11月8日，初めて開がれたffllj憲議会本会議で，

9月にロン・ノノレ首相によって副首相を解任され

閣外に追放されたばかりのイン・タム前国会議長

が議長に選出されるという事態が発生した。これ
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がロン・ノル政権の見込みを大きく狂わせるもの

であったことはいうまでもない。

ロン・ノ Jレ政府としては，この制定議会議長；こ

はシリケ・マケク首相代行と親交のあるすヅ・キ

ム・アン（（lpKim An）元内相が選出されること

を期待していたといわれるが，現’支tこはこの願い

は破れ，投票総数回（議員総数は101人）のうちイン・

ゲム氏が51烹で， 39票のオデ・キム・アンLtを挟i

えて当選したのであった（棄体5渋） (( 16：。

イン・タム氏の当選は，前国民議会内にロン・

ノル＝シリ 7・マダク両氏ら主流（独裁）派に対

する反主流（氏二t:.内出）派が強し、影苦手力をもち，

それが回く結束して」、ることを示すものだとみら

れる。以後のプノンベン政権側のi攻防の行方に，

これがどのよ行な波紋を投げかけてνくか， ｝.：＿い

に注目された。

イン・ 7ム， イコ二ム・叶ムボーノし， ドゥ rク・

ニy－：.，なと，この派；こ属する人びとは，ンアヌーケグ〉

独裁制に反対し，それがゆえにシア Zークの解任・

追放を支持したのであったが，今度t土ロン・ノル

の独裁体制に反対を唱える状況となったc 議会タト

の学生・青年・中下級官吏・インテり毘の人fこ九

は1971年全年を通じて論議の的となった言論の白

山，汚職，議会の廃止などの問題を通ヒて，次第

にロン・ノル政権への支持を稀薄化させてU‘たの

かれらが反対する問題点，すなわち汚職，経済政

策の失敗，反民主的政府一ーなどは，奇妙にもか

れらがかつてンア Zークに対して反対した問題点

ど五でく f,i］じものであった。

長い間約束されてきた憲法草案は， 1971年中に

はついに公布されなかった。憲法起草拡大混合委

民会は11月15flをも－，てその活動を停止し，そ

の全てσ）作業と憲法草案文は，政府に提出された

（｛七17；。政府はこれを車ちに制憲議会に委ねたが，

同議会での審議にはなお長時間を要するものとみ

られ，新憲法の早期公布は望み薄となった。この

ことは次第に学生・インテリ層を中心に全国民の

反政府感情を刺激した。ロン・ノル政府は10月の

独裁制強化後，十戸組を底辺とする総動員組織や

出版・言論規制その他の非常措置の力により国民

の戦意高鳴に努めてきたが，プノンベンの一般下

層市民の中には，生活難や戒厳令下の息苦しさに

からむ不満も強くよどんでいたのである。

こうした政府批判に関して注目されるのは， 71

年秋から，口ン・／ ,t,政権批判勢力の，っとして，

プ／ンベンの僧犯のうちの積極分子が台頭してき

たという事実である。これら僧i＼の活動は10月の

議会廃止に際して最初に具体化された。その際，

かれらは反政府デモ隊を組織し「哀の民主主義を

宅むjと汗し、たプラカードを立てたのである（，118¥

第2次大戦中だった19/13年に行なわれた反｛Lヂ、モ

以来、 1970年九月政変直後(I）新プノンベ〉政権支

持ず E;Y除いて，僧fr：によるこうした重要な政治

活動はみられなかったのである。カンボジア人の

R常生活における僧1［＇＇の役割の重要性を考える

と，こうした｛何日の不満はロン・ノル体制の存続

にとって7三きなマイ十ス要因となることはE在かだ

と，~， ;fヲ才もる。

ぐitI) ノノン，ミ／政権は1970,V-10 ji 2811, tirll］内

事ni:i喚問そで!Juiする法令を発作TL，｝，，，ゆるfilf 1物介

。f・,Hifト；j；；出を＇f'.1{,l. fが， '.', "f .イ：／ ] I ;,;< Iノr::1Lて司、；，：，：，

が,l,':jJ ,: , 政｝fc[(;t干n11t1月15Hbニヨ＼，て， こ；、，Jr1fo

十全市；；1;11r,. J発1[I.たp 『II本れ治￥！ii埼；』 l97lii I )l Hi 11 

(/1ム 2) .Agence Khmerr de Prt'SSど（= Af:.P), 

1971 6-17. 

(tlc 3) Donald Kirk，“Cambodia’s Economic 

Crisis," .11sian Slllママツ (Maich 1971), Vol. XI, No 

'.1, pp. 2'18～255. Nayan Chmela, “The D川高，nhill

Trnil," Far Eastern Economic R町、iew(=FF;J<:R) 

(July 10, 1971), p. 7 

Iラ
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V 制；lf，議会じり廃止とロン・ノノレごソン・

ゴケ．ヤン体制のl足立

1. 1972年初頭の政治・軍事情勢

力ンボジア J)軍事情勢は『 71年il乃のr'1Wプノ

ンベン周辺でf乃淑しし、攻防以来、ぷ、つりと動き

が止まり， 7:tffにはし、ってかんは I乃末主でほと

leノどj一変触れしいf釘1虫もみムれなかったr

それが， 1月25flのアメリカ約二ケゾン大統領

によるインドシト干11平への 8Tfi口提案の発表と北

こトナムヤカン 70午、7民族統一戦線に上るそのm
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百Eいった事態、を機に、ベトナムでの戦局激化去

並行して，カンボジアでも 2月以降アンコール・ワ

ソト周辺地帯での情勢緊迫化を経て， 3月初頭か

らの同地域での激戦の民間を始め，軍事・政治情

勢は絞らん含み左なった。 1月のコクソン新提案

でも「インドシナ諸国の問題はインドシナ関係者

によって！とされているので，将来の交渉の立場

を強化するため，カンボジアの解放勢力もその活

動を活発化することが予測されたのである。シア

スーク政権はアンコールの聖域を良分たちの力と

存在の象徴として守り抜き，きたるべき和平会談

に備えようとしているとの推測もなされた。

ともかく，当時カンプチア統一戦線側は徹底抗

戦の立場を高揚させていたことは間違いなく， 2

月12n，シアヌーヲ・カンボジア元首，カンプチ

ア氏/J%統ゐ戦線議長とベン・スート同戦線中央委

政治局議長・王国民族連合政府古相は，北京から

カンボジア軍民に対し，完全な勝利を収めるまで

民族解放戦争を断固推進するよう呼びかけるアピ

←ルを発表しており惟I），またその後， 3J.J s n 

ハノイで調印されたシアヌーク殿下と北ベトナム

のトン・ドケ・タン大統領との共同声明でも，「最

近アメリカ政権は東南アジアから最終的にはアメ

リカ軍を全面撤退させ，インドシナ人民の白決権

を持去すると述べたが，現実にはアメリカ帝国主

誌は依然として新植民地主義的侵略を続けようと

しているjとしてこれを非難し，北ベトナムとカ

ンボジアは団結して解放闘争を展開する日を強い

調子で述べてしソヒ。

一方，この間，プノンベン政権側内部の政情も

かなり波らん合みとなっていた。前述したように，

71年10月18fl, t:1ン・ノノレ＝シリク・マタク派は

1M院議会を廃止し，制憲議会を作って反対派の口

分じをしたcここにプノンペン政権は，引き続いて
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JL月に起こったバンコケでのク一千、グ一同！本

r;;;，：右傾1ヒを強tわたっ lゴバ，j日以降あらゆる政治生

会や反政府子モを？た！とし司 が全て（＇ノ ii:.irJ、rtE住

人に対して令状な L でヤつで 1家rと tit~索や逮捕，

J/,J印式，；でさるとの命令を公布Lたぴ＞i上その～4 例で

ーレ マ ？ 

に）と〕万ゐ， て二う Ltこ の円山はじうわ種々の4向上弘文

慌に対しては‘議会，学生、インテり！日が強く反発

し，D{l(Jと三オ：，＼諸勢！JIHJの対立Jt -!0丹；（｛ヒした ν

平方、 71年末に＼.t自ら指j'lドLた＋:c:ンラ 215イ？ご

惑の失敗で、 その氏任ごとと行て長引Eするのでiよな

¥ ＇力、とのウ ）） ザもj市れてL、主二ロン・ノ／レ・u111，土，iii・

り点、らやや安定をみせてきた経済情見守にfl］）げられ

－－，、J九日、ワ
l、イ！／」 l - ' ロン・ノ／l首相ム政府trF1-¥'Tii士アメ

！！カを中心とする諸外！五か C,C;{fくf L 、な可~，:Z,；斉援

fl/J の効果：を γ；~き， その成果をr[f:r;'.,_tこc しかもそ

，／〕ー方で 2: J f；；二予定された米111会決へのt［・ぃ期

待を訊η て時間か吃ぎをしてL、f三円である。

この間，つ！ノンベング1制志議会は現政権にとっ

て品大の内政手1まともし、ろべきおi%' iJJjlJ；之のため

，＿‘ 実質的な志社i草案il成fl業を続けてL、たが，

反政府系議日の立てin石牙城とな ・）た目前会日〕担：

大起草委員会品川市止した草案では， Iゴン・ノ／［.，政

府 （！）；立l1D1二izL C，議会の権限を強めて大i’，f，ゆド〉
枚｜以を弱弘行、 1J1I柱｜ブh解散｜なも議会がもつことにし

たり、 あ石＇， ・, i、とた1.f.l人・ ｛Vi職にはfil不枕を与え
忌- ' c>- l ' ~ J__ ＿＿，－、. '-
7，五 V 、」こ， － 1~ ず｝＼ ν 、；：..。 こぴ＞,t;ことI:, ロン・ノル政

）｛：！と議会の対立；士， これまで以i：；こーi宍尖鋭化し

てし、っfこ1

2. ロン・ノル将軍の国家主席就佳と制窓議会

の廃止

ついに1972年 3J J初頭に至る E，良fi(1971)年

秋以来日）ロン・ノノレ＝シ lJク・マケケ現政徳執行

戸1；対話会， 1'iif •インテソ！？うの一対立が政きさしな

じJib+lli"f1，吋J :) ）と／J.っており＇ 3 JJゴfl' シリク・

マタケf比例をしたケオ・アン（Keoi¥n）クメーノレ

大学it経＇r:fi-11長が解任されたことを契機に， カン

ぶジア学生連盟の指j軍下に， 3月 9日表現の白出

をi叫んでプノンペンの全5大学32学部が史上初内

全ρ'f:7,トをうち，当時の実質的な防相たるシリク・

マケケ Iiti！代行に；対して大学生数千人が初めての

非難デモを行なうに弓そっていた（／Jc3 ¥ さらに力日え

て，議会ぴ）反シリク・マタク vi~がこれに合流，そ

れに一部内｛何日まで支持を表明したため，情勢は

一層険悪化した。 ここにプノンベンの政治危機は

深刻となり，波らん模様となってヤたのである。

県たして， 3 1110 ti tこ至って， プノンペンの政

』I古は2、激に激励化するに王った。 [r,HJ, ロン・ノ

Jl,・ 行十日（土；， { i名ミ岸のコンポン・ソムでの2ヵ月間

の｛不必を打切り， ;ff.，きょプノンペンiこ帰〕宝した。

これが政i古悪化／，二対処するためであったことはい

う：Eでもよi:i・、。 そして， 戸ン・ノル位相をも合め

た政権指導部自の協議の；結果であろうが，同11,

チ Lン・ヘン曲家主席はラジオ欣送を通じて， lμJ 

日告と限りに主席の座をおり，全権限をロン・ノノレ

吉十IIに干名議すると発表した。同主！おは「私はあら

ゆるF段で[i.J17＇］の対立を柔らげようと努めてきた

均三 できなかった。 ここ 2' 3 im［自， i立の安定に

とってlJ'占な立見円相違のため，情勢が悪化した

のは残念で、ある。j とし，［ロン・ノル百十日だけが

111を指導する能力を持っており，本日，私i土台lll

に＼JI家主）~＇；としての全権限を移譲するj と述べて

y、ι （，.E,iJ 
/ J」 o

一方， Fン・ノノレ将軍は同じ10［：：！，ラジオ放送を

通じて， lri1日限りで辞任するチエン・へン国家主

｝市の後をうけ国家主席の！主につくことになったと

述べるとともに，制志議会を解散すると発表した。

口ン・ノ Eレ将軍は i[1,J家を救うため国家主席につ

くこと， そし ζ制法［，議会の権限を停止することが

17 
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fょに課せられた責務だ ξ芳えているj と強調した

あと、議会に対して激しし、批判をあじせ，ぷ会は

昨1971年8月司政府山委員会が作成した志法草案

に変更を加え，国民（7）念願とは合く相容れない4；十

両を作り出したと非難したf生51.，実は制定議会で

昨秋以来審議されてきた新志法草案は， シアスー

ケ追放2周午記念日の 3月日目までに新訟法を制

定したいとの政府の；Q'.［句もあって，顎3月lHliこ

制定議会で可決採択されるはずであったのであ

る。しかしその草案の内容は前述したようにロン・

ノル首相九政権執行部の意向：二反するものであっ

たのであり 1 ここに制憲議会での議決の数時間前

『ーラ ついにロン・ノ iLノ将軍に上って制志議会の解

散が7宣言されたのであるc

な才ヨ， ロン・ボレト情報相；土、 ロン・ノル将軍

の同家主席就任について， 「ロン・ノ lkj己f:il1（土非

常事態法により全権を掌揮しており守 今回の措置

は非行法ではない」 と述べ：re6), 12'法は従来通り

共和目の精神に反する部分を除いてゆ.ffif発信の

；占i法を、直用していく左の百店内を千二fな－－，たっ 宅た，

ロン・ノル氏は同日中に，

行を首相に任命した。

シリケ・マタヤ訂相代

さて， 今日の国家主席交代はどのような意味を

もつものであろうかc チェン・へン同家主席はこ

れ主でもっ。ノンベン政権にとって文字通りの象徴

であり，今回のロン・ノル首相，－，O）全権移譲が夜

九にカンボジア政局の激変を意味するものではな

L、と考えられる。 ン！）ケ・マタクfl:が古ねいにこ）沈任

Lたことも一泊その感を液くさせ， 口ン・ J＇レ＝

シI）ク・ 7 ククのコンビが全？をを京J足したことで

プノンベン政権にはこれまでと支質的な変化J土ほ

とんどなL、とみられた。しかしロン・ノル＝シリ

ク・マゲク現政権執行部とイン・守ム， イヱム・

十ムボール11:らの議会派や青年・イムテ I）層との

18 

間の対立についての将来の調停者としてチヱン・

ヘン主席に期待する戸もあっただけに， このたび

の政変がプノンペン政権内の内紛激化につらなる

もの2ごして， やはりマイナスであり， 同政権にと

って憂慮、すべき事態だと考えられる。

さて，全権を掌握したロン・ノル＝シリク・ 7

ケケのコンビは，

力を開始した。

直ちに政情不安収拾のための努

ロン・ノル国家主席は就任の翌3月11日朝，学

生代表6入を私邸に招き， 学生似I］の自重を強く求

す，t三一.， 主た一方で， シリク・マダク新首相は組問

を念、う＜， イン・タム制憲議会議長ら反対派にも入

［羽を要請することを含めて事態収拾を急いだ。

こうした情勢の中で，学生側はロン・ノル主席

との会談if2，対策を協議したが，依然として態度

を｛硬化させたままであった。

翌1:rn‘シリク・マタクー片相はついにカンボジア

全内闘の解散を発表するに至った。 マタク首相は

この内閣解散宣言の中で， 「ロン・ノノレ元Miのクメ

ーノレ共和呂田家主席の地位就任に伴い，政府は解

散を立言する。解散された政府の閣僚は，新内閣

ができるまでその任務を継続するjと述べたUL7 l。

こうした内閣解散措置により， カンボジアの政

治危機は収拾されるどころか，いよいよ混迷の度

を深める可能性が強くなった。

ロン・ノル’ニシリク・ずタク政権がとった今回

の強硬措置は，シアヌーケ前国家主席追放記念日

(3月以11）を間近に控え，国会議員や学生たちの

間から表面化してきた現政権に対する批判・不満

の一掃を担ったものであった。

一方， 反シリク・マタケ派の学生はこの日も抗

議運動を続け， 200人ほどの学生がクメル大学法

学郊の建物を占拠し「口ン・ノノレ， イヱス， シリ

ク・マタク， / -J とのスローガンをt~げたプラ



カードをかざして気勢をあげていた。これら学生

の反政府行動の背良・には， 2年前のクーデター以

後悪化の一途をたどる軍事・経済・社会問題に対

する国民一般の不満が根深くからんでおり，こう

した国民の声をパ、ソクとした学生・インテリ層の

反発は，かなり根強いものがあるとみられるだけ

に，その解決が容易でないことが推測された。

同じ日の夜，国家主席府は，同日朝総辞職した

内閣は15日まで内閣としての正常な機能を持ち続

けると発表したが，この措置は国の指導者たちが

現在の政治危機から抜け出す道をさがすよう， 3

日間の猶予を与えるためにとられた，との説明を

付していた。

3. 大統領制への移行と新内閣の成立

重大な政治危機を前に，ロン・ノル国家主席は

翌3月13日朝，ラジオ放送を通じて同主席が大統

領に就任し， 3軍総司令官と首相を兼任するとの

発表を行なった市8）。同主席は「仏教徒ならびに

愛国者勢力全員の願望に基づいて」今回の措置を

とったとし，「今後国家主席は大統領と呼ばれ， l

人の副大統領を持つ。大統領は3軍総司令官を兼

ね，首相の機能をも果たす」との説明を行なった。

ついで翌14日朝；こは急きょ大統領就任宣誓式を

行ない，共和制移行後初の大統領として就任の宣

誓を行なった。ともかくまだ共和国憲法もなく，

制憲議会は閉鎖されたままの状態ながら，ここに

カンボジアは正式に大統領共和制に移行したので

ある。

今回の大統領制への移行は，ロン・ノル国家主

席が12日の記者会見で「共和国では通常元首を大

統領と呼ぶ。私も大統領と呼ばれたい」と発言し

たことから始まったが，政府指導者の中にはこの

点について，急U、で大統領制を敷くことは世論対

策からしても疑問がある。まず新憲法をつくるべ

きだとする反対意見もあったといわれる。しかし

ロン・ノル主席は自説を譲らず，結局大統領制へ

の移行に踏み切ったのであった。今回の措置に関

するロン・ノル将軍の真意がシアヌークが使って

いた国家主席の地位には自分はっきたくなかった

という点にあるのだとする推測が行なわれたが，

これも理由のないことではない。

新大統領が閣僚評議会議長〔これまでの首相の

地位）と国軍最高司令官を兼ねることはすでに発

表されていた通りであり，ここにロン・ノル新大

統領が政府と軍の全権を掌握したことになる。

政府の重要ポストとしては，このほか副大統領

と第1国務相（首相〕のポストのニつが新設され

た。カンボジア政府はこの首相の役割について，

閣僚評議会議長が必要に応じて行政の執府を首相

に命ずるのだと説明していた。

ロン・ノル新大統領はこの当時，健康をかなり

回復したといわれるものの，依然として左側半身

不随の状態で，政治の全権を行使するには十分で

ないとみられていた。ここに俄然注目されたのが

副大統領と首相のポストであり，とくに後者に誰

を起用するかという点であった。

ロン・ノル大統領自身は，自分の右腕と頼む盟

友シリク・マタク氏を斥げる意志のないことを言

明しており，当時依然として反シリク・マタク運

動を続けていた学生たちの動きをみながら，結局

はシリク・マタク氏を副大統領かもしくは首相に

指名するのではないかとみられていた。しかし，

学生側はストを続け，あくまで強硬にシリク・マ

タク氏の要職就任に反対していた。

こうした中にも，大統領を補佐する新内閣の組

閣をめぐって，有力政治家たちの協議が続けられ

たが， 12日に解散を宣言した旧内閣の解約期限の

15日になっても，依然として組閣のメドはつかず

19 
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カンボジアの政治危機は依然として解消されない

ままであった。この間10日の政治危機発:1::直後iこ

計！？｜玉｜して危機収怜に当っていた7＂ノンベン政権の

正老格のシン・パル駐日大使（元削ll)が、 15日，現

政治体制の成立過程は合法的でないとして，員I］大

i充領や同和にほ指名されても就任しないと語り，

合法性をとり戻すためには議会が必要であり，学

生たちの抗議はシリク・マタク氏反対というより，

新体制に反対してのことのようだ，との見解を発

表するrng ，など， 70ノンペン政府部内の有力首の

問でも政治危機打開策について見解の不統ーがあ

ることを:iJ；していた。

翌日日に至り，カンボジアの政治危機収拾の最

大の焦｝，＼だったシリヴ・マタク首相が，自らの政

界引退を発表するに至ったc 向日，♀リク・マタ

ク氏は，国営放送を通じて「私に対する非難が強

〈，これが政治危機の原因となっているため，政

界からの引退をロン・ノル大統領に伝えたjと言

明した日1，，，のである。ロン・ノル大統領の強い希望

もあり，シリク・マタク氏の副大統領ないし第1国

務相就任がし、ったん決まったが，学生・インテ！九

一部の僧：？, rn国会議員が激しく反対し，さらにロ

ン・ノル大統唄の実弟ロン・ノン大佐を合む軍部

将校の聞にも難色を示す芦があったため，当面の

組問難をひとまず日避して危機を収拾するため，

シリク・マタク氏は自ら引退を決意したとみられ

た。これまで抜群の行政手腕でロン・ノル体制を

支えてきたシリク・マタク氏の引退はロン・ノル

体制の弱化を招くおそれが強く，同氏の早期復帰

が一般に予測された。また，この引退子む明はゼス

チュアで，シリク・マタク氏をむ頼するロン・ノ

ノレ大統領「自 11〕が結局はマタク氏を副大統領か｛也の

要職に任命することになろうとみる向きが現在ま

で依然として多いが，これも十分可能性がある。

20 

シリク・マタク氏の政界引退という重要事態発

生の一方で，ロン・ノル大統領は新内閣の組問工

作に努力していたが，まず同大統領はシン・パノレ

wrn大使に組閣を要請していたといわれるO
しかし，シン・パル大使は16S，ロン・ノル大

統領に組閣の意志がないことを伝え， f憲法かあ

るいは議会がなければ現在の危機的な政情を安定

させることはできないjと述べた。また，イン・

ゲム前昔話憲議会議長も議会や憲法がなければ政府

を掌揮するつもりはないとの見解を記者団に述べ

てνたけU2）。こうして，シリク・マタク氏の政界

引退表明とシン・パル氏，イン・タム氏らの組開

拓百により，カンボジアの政治危機はさらに深ま

ったのであった。

3月18f:lはシアヌーヶ国家主席追放2周年に当

る日だったが，この日ロン・ノル大統領は全国向

け放送を行ない，国土の解放と民族統ーの重要性

を訴えた。

こうした問にも，プノンペン政権の政治危機は

続いていたが，同R，第6番目の候補者・として大

統領顧問のソン・ゴク・タン（SonNgoc Thanh) 

氏がロン・ノル大統領に新首相＝第1国務祁指名

について意向打診をうけ，タン氏はこれを受諾し

た。タン氏は，ロン・ノル大統領のたっての要請

とアメリカ側の強い期待があって受諾したといわ

れる。

翌19日， F ン・ノル大統領は正式にソン・ゴケ・

タン氏を第I国務相に任命した（／113、）。ここにタン

氏が病身のロン・ノノレ大統領に代わり，事実上カ

ンボジアの政局を担当することになった。ともか

くこうして，カンボジアは重大な政治危機を当面

回避することに成功したといえる。

ロン・ノルノ士シリク・マタク政権は70年3月18

Rのシアヌーク国家主席解任以来， hょうど 2年
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間続いてきたが，ここにこれに代わってロン・ノル

＝ソン・ゴク・タン体制が確立したわけである。タ

ン氏は前述した上うに強力な反共主義者であり，

ー貸して反王制・反シアヌークの立場を貫いてき

た民族主義者でま〉り，この点では学生・インテリ

たちにも人気がある。一昨年のクーデター後は政

府軍の中核として戦っている約3方のカンプチ

ア・クロム酢隊の指導首として軍部・政界の一部

に陰然たる勢力を伸してきた。従来のいきさつか

らアメリカとの悶係が緊密であること，ロン・ノ

ン大佐をはじめ軍部中堅躍に支持されていること

な立から，シリケ・マタケ氏の政界引退が確定し

た後は，反シアスーク体制最後の切り札として注

目を浴びてきたのである。

反lru，超タ力派で，これまでも南へトナム・タ

イなどの反共国家と緊密な関係を保つことの必要

性を強調し，北ζ トナム・南ベト十ム民族解放戦

線などに対抗してきたタン氏の登場で，軍部の発

言力が増大し、政府のより一層の右傾化は避けら

れず、力ンボジアの新政府は今後南ベトナム・タイ

などとの関係を強化する一方，北ベトナム・南ベ

トトム解放戦線，赤u、ク式ーノレ（ '; '-1レ・ rレージ
ユ〉などの解放勢力に対抗する強い方針を打ち出

すものとみられる。

こうした親米・反共のゾン・ゴク・タン氏tこ率い

られたプノンベン政権の動きに対しては，カンブ。

チア民族統一戦線はもとより解放勢力側の反発も

一層激しくなることが容易に予想された。事実，

当時もっとも対米抗戦的態度を硬化させてし、た北

ベトトムは，ソン・ゴケ・々ン氏の古相就任につ

いて， 3月20日，はげしくとれを非難していた。

さらに，タン氏の従来からの強い説米・親サイ

ゴン色からプノンベンの現政界の一部からも反発

をうけるのではないかとの見方も成り立つであろ

う。すなわち新政権下でのサイゴンの指導色が強

まることによって，カンボジア人の反ベトナム民

族主義的感情を刺激するおそれなしとしない。以

上のようにみてくると，ソン・ゴク・グン氏の登

場で，カンボジア政情が安定するか否かは，にわ

かには判断し難い点がある。

ところで，タン第1国務相の率いるプノンベン

新政府の顔ぶれは， 3月20131こラジオ放送による

非公式の形ながら発表され（注14），翌21日に正式に

発足した。ここに10日，チェン・へン前国家主席

が突然辞任して以来の政治的空白は一応終止符が

打たれた。

新政権では，ロン・ノル大統領は首相を兼務し，

実質的な首相格の第l国務相ソン・ゴク・タン氏

が外相も兼ねることになったが，焦点の‘つだっ

た副大統領は未定で，プノンペン政界内部の意見

調整がおくれていることを示していた。新内閣の

主要閣僚としては，国務相｛大統領特別補佐官）マウ・

サイ，国防相サク・ソクサカン，法相イ且ム・サ

ムボール，情報相ロン・ボレトなどの諸氏が挙げ

られる。

ところで，新内閣17人のうhには4入の軍人首脳

（内相のタバナ・ギン少将，国防相のサク・スクサカン

少将，文相のヌク・チェア中佐など）が含まれてお

り，前内閣の軍人閣僚3入から l人増え，これに

政府軍の中核たるカンプチア・クロム軍の指導者

たるソン・ゴク・タン第1国務相をも考慮に入れ

ると，新内閣の軍事色が一段と濃厚になったこと

が指摘できる。そのほか総動員省やプノンベン市

担当省の新設なども，この傾向と規をーにするも

のである。

ところで，この間注目されていたのは，学生・

インテリなど最近反政府活動を活発に展開してき

た勢力の新政権に対する動きであるが，ロン・ノ

21 
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／レ大統領は新内閣が正式誕生した2U:l，手生、兵

士らの全面支持を11子びかけ，ソン・コケ・タン第

l国務相も下生運動の指導者たちと合う段会をも

ちたいと述べていた乙 4月間現在のとこんでは、

これら学生たおの聞には，新内閣に；りする立見が

分かれており，大規慎な形でゾン・ゴケ・タン？t
1国舟lllへの反対運動を表面化するには雫つ日、

ない。しかし，学生たちのぼシ 1) '7・7 タク・そ

γ ンペーンで始まったi\E!fi)J ，土， iJ 令に汚；ff;~ ）二乙対，

言論グ〕自由に対する ~l]Ut：政策反礼独裁反対など

の i~fi/Jに変質しており，一部L手生；主新内閣の同僚

Il弓ち10人；土不適任， ；，；日ilt1：堅右左々、 あるL、i土政

治生活が長すぎるなどの応出をあげて解任を泣 1

ており，｛内；！の一部もこう Lfこ「γ：生た乃の山は

[JJ民の戸でふるJとして学生を支持し，新政府の

j虫定を抑制す司るた灼；こ，学生.{';ti：九；の合同集会内

ll¥Jf崖を計出しているという 解枚勢力側も、

ひそかにプノンベンでのこれらのj宝fi}Jを支J寺すーる

ヒラを撒いているどイぶえられた。

4. 解放努力による首都攻勢

ロン・／ .・レ＝ソン・ゴク・タン（／）コン L・・1，こよる

新政権がそ ，I)波立丘後にi直面した［色%＇.ユ J土、ブノン

ベンの学生・悦（/1，それに A 部有力政治家をも含ん

だ此有批判勢力ヘブ）対処だりではなかった。新政

権はその！支{L直後（二，最も主要な；攻である解放勢

力視｜｜から砲慨による大きな括さぶ・）をかけらハた

のである。

勺ンボジア解放ち！？力i土九月2113 en '1'・ r日， 訪ね：←ず

ノン Jく〉おと（J、その＇ii：タいこ 3Dfl発Lスf：山大！品十＇tな

lゴケ、yト｛1包帯を ｝］日え、 Jcたjむヒ攻訟をかけた。解

N1.勢力｛WJ；土；JT山花，｝じからU＇..？ミリ. ,1 ノァ，ト体：101ic

n上をwj内円前相官邸， l可防？？，大成ti，五十両！レi
付近に繋ち込んだ。また別川ロケ r ト＇1奇1:m廷が空

港iニ落 1ごし唖プノンベン（ポー・ f.~~シ・：ペノ）空

22 

i巷は閉鎖された。さらに市の南方郊外2キロのチ

ャムカノレ・アンドン（ChamcarAuduong）にあるl'.tl

汚放送送信所がロケヅト砲壊をうけるとともに、

約：10人の共産軍兵士が乱入し，多くの施設を破壊

したQ

解放勢力！”！のi肝要はプノンベンの北，南，西の

え）jからなされたとみられた。なお，この攻撃に

は I＇..：＇..：ミリ・ロケヅト砲のほか， 75ミリ［也射f1包も

1定われたという。との日の攻撃で死｛§－75人，負傷

者1[2人（政府史夫）をIIiし，多くの家屋・施設が

j}!l)よ主れた。プノンぺンに対する解ノ攻勢力の攻撃

は4か月ぷりのことであるが，これほど大規伎な

1文寄れよ， 2年間の戦舌Lで／｝＇i：せが初：；／）てである。

二二ぜこ、 :l Jl 2011、ソン・ニfク・タン内閣が誕

生したば＼う当りの機会をとじえて，；素早ゐく解放勢力

が ~c\·1tl¥J文ち？をIll始Lt:.こことは，明らかにロン・ノ

ノレ ゾン・ゴケ・ケン新体制に先制攻撃をかけ，

その崩壊を狙う政治的立txJが含支j＼.ているものど

みらjした。

解放勢力i互の最高乱令官たるキュー・サムペン・

カン日シア王国民民連合政府国防相は，本年3月

初NJi以来山口ン・ノノレ新大統領の一連の指躍をi'

アソショ独裁強化J と非難するとともに， 3月il 

ti；二iよ『プノンベンの政治危機の時期を狙って敵

に刊誌！い打際を与えよう j と国民にアピーノレして

いたのであり，さらに解放努力は通信，電気，水

道、貯iltlなど首都の逗要施設攻撃をすでに予告し

ており，こうした解放勢力側の首都へのゆさぶり

i立子！J｝、されないことではなかったつしかも、 3片

19 H 以来，プノンベンIY1；友方の示アク yレンベコブ。レ

イぺ／で政l(jif[陣地に対する解放勢力の攻略が伝

えられ，また東方12ヤ口のタクマウ（Takhmau）で

は政／（.j軍との交戦が続い ζいたのである。

それにしても，今凶のプノンベン奇襲砲撃は 2
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年前に開始されたカンボジア戦争での最大の首都

攻撃となったことは間違いない。今回の攻態によ

って，事実とはじめてやってきた戦争の恐怖にプ

ノンペン市民たちの不安感は大きく，去る 1月の

ポーチュントン空港攻撃の場合とi副議不意打t）を

くゆた政府軍も浮き足立仏政府指導者も大きな

シ盟ツクをうけた。

ロン・ノJL-）；；流領は21日午後，二の攻撃は野蛮

であると語気鋭く述べるとともに，「攻撃は北ベト

ナム・ベトコン（解放戦線）の仕業であるが，われ

われカンボジア閣内にも共謀者がいなければ，今

度のような攻警察は不可能だったろう」と述べ〈注16),

国民に団結して地ベト十ム・ベトコ〉の「侵略」

に対抗するよう，また今回の攻撃に対して動揺し

ないよう呼ひかヴた。しかし，このように大統領

が国内共謀者の存在を口にしなければならなかっ

た裏に，ロン・ノル政権のうけたシヲツクの強さ

がにじみ出ているといえよう。

解放勢力によるプノンベン攻離は， 21日朝の奇

襲攻撃に続E，同日夜から22日朝にかけてブノン

ベン・北および東部でカンボジア政府軍陣地を攻

撃する一方， 1可背［＼からも首都に技近Lたことが伝

えられた。

さらに，翌23日にも米明から 122ミリ・ロケッ

ト砲や迫撃砲、ライフル銃による攻撃があり，一

方，プノンベン港に停泊中の石油タンカー（6000

トン〕ボ水中l暴古で撃沈されたほか，貨物船U（刷

トン〉も損害をうけた。

21日以来この日まで続いた今回の解放勢力の首

都攻時で，結局死者は112人，負信者223人にのぼ

った。プノンベンの緊迫状態は一層高まり，市民

は落着きを失なったままであった。

こうした状況の下で，その後のブノンペンに対

する解放勢力の態度が注目された。しかし， 24日

尽にプノンペン市内のトンレ・サップi可にかかる

圏内で最大かつ最長の，通称「日本橋」と呼ばれ

ている橋がカンボジア入解放ゲリラによって爆破

されたのを最後に，解放勢力の攻撃は収まった。

プノンペンは昨1971年12月7日， 122そり，ロケ

yト8発を初めて繋お込まれ，一時解放勢力の首

都攻略もうわさされた。しかし，当時のシアヌー

ケ殿下め発言にもみられたように，これによって

アメリカ箪の大量報復爆撃を招いて，首都が廃櫨

となることをおそれで攻略は行なわれず，首都包

聞網を強化するだけに止まづたという経緯があ

る。

こうしたことから考えて，今回の場合も，解放

勢力が大規模な地上軍による首都攻略作戦に出る

ことはないとみられたが，やはりその通りで攻略

は行なわれなかった。

しかし、 100発以上ものロケット砲が首都に撃

-t:，込まれたことは，首都をヤつでも攻略できると

いう解放勢力側の軍事的優位が昨年末以来すこし

も揺らぐことなく維持されておにあるいはむし

ろ強化されていることを物語るものであった。そ

れ意味で今後プノンベンは68年のテト（旧正月）

攻勢当時のサイゴンのように共産側の首都砲撃が

恒常化して緊迫状態が長期化するおそれも十分考

えられたc カンボジア政府が，；1月28!3，プノン

ベン市民150万人に対して，共産側の首都攻撃に

備えて自ら武装し‘家屋のでにざんごうを掘るよ

う指示した岨17）のは，そうした可能性を考慮して

のことであった。

ロン・ノル＝ソン・ゴク・タン新体制はこのよ

うに軍事的に大きなハンディキャッフ。を背負った

ままスタートせざるをえず，その煎途はきわめて

きびしヤものとなった。

さらにロン・ノル政権に追い打ちをかける形で，
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カンプチア民族統一戦線とカンボジア王国民族連

合政府LtJJJ23日，｜己］戦親と政府結成；：if円2周年

に当り，北京で特別合同会議を聞き， キ品一・サ

ムパンl工Jr,}jj目の提案に基づし、て， カンボジア園内

に，民族解放軍の最高軍司令部を設置するととも

に，首都プノンベンに初めてのカンプチア民族統

一戦線定日会をぷ位することを決めたのである

〔往18〕。このたび設置された最高軍司令部の議長に

はキュー・ -ii・ムノfン 〔総司令直）氏（註19，が，副議長

にはサロト・ソノレ（作戦部長〉，ノン・チェア（政治

；市長〕のj,lifIミが任命され， －）J統一戦線フ。ノンペ

d 市委員 ーついとは議長として，政変古（［の外ポi

で本年初に解放区入りしたノロドム・プリサラ

('.¥lorodom lもurissara）時下が選じれ，高1］ぷ長lこは

チウン・チェウン博士， キュー・ポナリー夫人の

r;;:j人が就任Lた。なぺJ ノロ］了ム・プ 1)・i.fラ殿下

が王国li'.Jふ辿合政；（f心無任所｛↓n.：任命とれ之こと

も同時に発表された。 このように， カンボジアの

解放勢力il[:jぷ新総司令却を設it，首都プリンベン

に統一戦線委員会を設置したことで， カンボジア

での解放閣今は新た；＼J斐階を迎えたとみられる。

昨年11月以来， カンプチア民族統一戦線側は，

すでにカンボジア金問土の80%,人口の70%を解

その解放区放したと し発去しているけ＇＇.2，•；.が，

の中心は何といっても東北部山岳地帯にあった。

しかし， ｜、ifJ3金したよう ！J:.3月三i円から2九日にかけ

てのプノンベンに対する大規模攻撃に次いで，今

「［？！の発表♂？？なわれたことは，カンプチア民族統

A戦線伊lj !h；到な軍事・政f!;7。ログラム；二基づヤ

たものであり， プノンペン政府に対立する王国民

技連合政！日山現地f'¥[<・,1¥ iこ一歩地位ミを前進させたも

のと理解される。 カンヅチア民族統一戦線側は今

i1'1の攻勢1HJf，｛，に当っご守 フ。ノン ン政ほi,il］の政治

f~機にタイミングを台わせていたが，
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'r iを；まプノ

ンベンに対する政治的・心理的攻勢が，新設の市

委員会を通じて一層強化されることは間違U、ない

ものと恵、われる。 また，キュー・サムパン国防相

が最1：＇~軍司令却の議長に就任したことも，事実上

ゲリラ活動を展開してきた解放勢力各派の指揮権

が一本化し， カシプチア民族統一戦線開がプノ／

ペン政権側に対して全面的な軍事攻勢をかけj：よる

との意志表示をなしたものと解される。

このようにみてくると，プノンベン政権のロレ・

ノノレヱヱソン・ゴク・タン新体制は，その発足当初

から解放勢力による大きな軍事的・政治的圧泣下

におかれてお九 その前途は決して平担ではない

ことが予想される。

5. 新憲法最終草案の制定

議会派政治家，学生・インテリ，一部僧侶などに

よる政府十比'¥1Jのがjきに実的色すべく， 支え究極的に

は解放勢力との抗争に対決する国内体制確立のた

めに， ロン・ノル大統領は 3月23日ラ自邸を訪問

した土：IliJ22州J）代表に対し， 2週間以内に新しい

共和国憲法を準備し，選挙もできるだけ早く実施

する日を約束したf注21¥ これは制憲議会解散が故

近の政情不安の原因になっており， その点につい

てシン・パノレ駐日大使はじめ一部有力政治家や学

生が強械に政府に突き上げを行なっていたことを

考慮に入れた発言だとみなされた。

っνで3月三（i(1に至り， カンボジア情報省は口

ン・ノノレ大統領がクメール大学のプン・トン（Phun

Tong）学長を土ととし， ロン・ボレト情報相をホメ

ンノしとする委n会に新憲法草案の作成を指示し
たと発表した市221。このことは，ロン・ノノレ政権

カ丸、ょu、よ新政府の意向を盛り込んだ新憲法制定

に乗り出したことを示すものである。今度作成さ

れるお｛憲法草案it，言lj告Jj憲議会で起草していた原

今回新たに任命された委員会が若干の内容案に，
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をiJII除したもグ〕になるものと与えられた。

二う Lfこ中で、 ロン・ノル大統慎i工4J] 1 [=I, 

カン j：ジア予よ主連f，を中肢とする半生運動内代表
Jんや 1
J」っこ し， そゾ＞ti；与〔＇夫 f}lv1 11 r!J 念日じめよう

「1ゆる白山し1)[1，］民J、し川f:KJ1E，学生jlli1Flj山；出1,I，新

まJ去の制定とL口氏説会選挙の-41J日J守ミ3は などじ＇） ,,:,( 

で学生とヅ）了解金成立させ：，，工:J' ここ i二；） illli同iこ

わたっご拙杭さjL た学干の反政~＇.f;,f,JlilJを

させることに11む7JLt.こ1

ι！よ：終結

つL、でゴ｜！にはわずか iI世間のてヒ ド審議で

憲法委員会；土完'it的な新憲法車窓（！〕（竹＆を 了し

たっこれをらけて‘政耳r；土 β臼＇二；／；Ir五ii｝；♂）f，えまちれ
案を発表したf、i ごの新憲法！主主は 121条かじ

/;¥tる。
[c"c'c• －」L｝しつ，，，弁三〔：＇f：士旬 大統領；土国民行ii工法YtW：で

選挙主h，任期；土 551二：であるご王宅/l',£-r=h品語大統

悩主たは (ij!J大統山にj主；/tjさJれることもぷめられ

るリ大統；：えにはげ相以下山間僚小任命・ i弘i議tり主

など， 1iiUJ1; tを限を与えること !i’どめている

主f二大手主主j:t軍i：毛市司令官i-立！Ui＜＇.，二ととな，，て

レるつつぎにう｜司会；tゴ！？；じ；！ti］でlTJ上ClL',＜ぷ1'1~KOj 

c，；議員グ）任期は 1-yーである。 一力， と院（－，r{I市28広

いL1/lJ Jl記irl_,nfl期i土“年c¥!Mtぷ会l上院は－淫

~' LI日は｜町長選挙でi豆ばれるυ i二i抗議iヤ宇山 5

分cr.1'.l ：土作l白域から選出され， 5分♂） 1 i立文J-(行

政部r1りから，残りろ分の ll土新設 tされる＇；＿μ＇.評議会

0rir,l,:[-'1_を）），て占、てられる三とがだめ「p,ltてL、心。

こうしたtfl定によ：j, 今後軍；~r, ；二一日強行な政；f,

的発了：1をがlj.えられることが確実とな，，

刀、 Le｝） よ「I/( ti苦悦 7立を~ん／：折j占i;lミ故伶·，＇，＇i.案

i正， ど1 月以lll ：こその採択につし、と ι ＞［ l~fモ十三、主品、実

砲されたのし之Tmen｛五ひとなり， l l:_11),JJC:;Jfrt¥1 

宇治， (1 Jl ,1 I l；二行i,;I川lゐ三二が ＂f-'1ζさJLてL、

心。 ここにケ； -＇レア、 .fillEl ( j' :; /l 11 l I Jの：!,I]世議

二三解散以来山此治的空白を一応mめ、.，＿，ン・ノルニ

ソン・ゴケ・タン両氏を中心とする新政権の下に

凶家再建事業に寺，しする体制を整備した。しかし，

なお不安定化要国も多く存在し， これが必ずしも

プノンdζンHit与の主主終的な昨情安定｛じを意味する

ものではなし、と芳えられる。 カンボジアの民主配〈

治はなお未成；誌の段階にある。
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Ⅵ　あとがき
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ループ。が闘争の実権を握っているとみなされてい

これはプノンぺン政権において最右

翼のソン・ゴク・タン氏が政権担当者に浮び上っ

るのである。

比！」1972：ド：l:12且r1:;, 

(d：ニ21）『i1;_II；；；；，止；』 1972'1:-¥ J1241 I iJ 0 

u上22) .lKI', 1"172-3-27 
Cd：ど：，）「；，1Ii j:;rli日』 1972！ド4JJ2[:fl。
(d:24) .lKl', 1CJ72 4 8. 作りI]:; ' てきたことと好対照をなすものとし、えよう。中国

その革命の論理から考えや北ベトナムの支持は，

当然シアヌーク殿下に対してよりもこの左派て，主－，－‘ !J; l F必カ〉¥1 

しカ￥しケすループに向けられているとみられるo
以上みてきたところから明らかなこ、とく

ウンプチア民族統一戦線・王国

カン

とくに農民の間では現在もなおカンボジア国民，
ボジア戦争でi土、

シアスーク殿下に対する心情的支持が強いことは
民族連行政府｛Ill］がずf実；二勢力を強化しつつあり，

したがって左派グループもこの点を

その限

確かである。

簡単に無視することはできなし、とみられ，

ヅノンヘン政権（WJ;上軍事的にも政治的にも

;j.；；正＇；（こi且」、Iム主j(.F,-:Jあるとし、えるc

からといって，［ll1i首間に決定的な情坊が生れるriJ

しかし。た

一方、

りにおいてシアヌーク殿下の解放勢力側での発言

}Jは依然強いといわざるをえない。Lノたがって，民
能↑1ヵ‘現在のと二ろではきわめて少ないことも事

実であるつ
左派グ／レーデの革命路線と族統一戦綜にとって，

シアヌーヤ殿Tの存在をし、かに調整し克服してu、
7' J ＞・ベン政権側にはなお多くの政if11iり：ニl土，

おそらくくかが今後の大きな諜題だといえるが，
たとえば口不安定必同生抱えているつすなわむ，

そそれにはかなり長期間を必要とするであろう。ン・／／レ大抗訴とゾシ・二I、7・々ン第1lヨ｛15相び）
カンフ。チア民族統一戦線とイのほか対外的には，

まjニイン・タム氏ら議会！日J：コii技k少なlfli系であり，
ンドンア解放勢力の中核としての北ベトナム・南

ベトナム解放戦線などベトナム解放勢力の間の協

力関係の調整とし、う課題もある。

[lj＼政治家や’手生・僧：：；などの反政府活動再開のいJ

それに対タト的にはアメ能性，悪「七した経済情勢，

＇） 力；二tl.::JJ 2 てJ山上J主将を派j宣しti;;耳目fl'ノ＼をがじけて

口ン・ノル政権全支援してレるiキJ／二トナム政府軍 カンボジアの政治・軍事情勢は以上のように，

今後~らに大きな変動を生じさせうる多くの要因
そjL tこと現地カンポレア人との間の不｛戸・

この戦争にはfンド

、F連など：大白の論理jによって大

その動向はアメ

そのうえ，

シ十全情勢からの影響も大きく，

I) fJ, 

を内包してL、る。

中同，

こ,j＇人山諸袋内か

ど川上り／J形で政治函にr.l,l.i；化するか司なお？後

υ）情：勢を注十IL，なければならなL、。

対華［苛対策などの問題がある「P

このよ筋が決められる場合が多L、。われわれは，
力ン－7－子ア民波統一戦線・王国民族I

J
 

『

T
ノ

チ
J
ギ
l
内

うに複雑な要因を抱え，波らん含みの様相を呈し

今後とも注目し

tH:w可ft研究上u
(1972年4Jl 13日）

C潟子tiiif泥品；

ているカンボジア情勢の動きに，

ていくこととしfこし、G

士山｜付加に問題がな～イパ「では

ない。すなわん，friJ政権［！＇］の Jド社会五義的民族主義

者の iアスーケ殿下に代表される A派左、実際iこ

力：，， ,jc' :・ f[J,l内での解It!.闘争ぞりーゲーシソプを

とってL、る社会主義背の・＼・ュー・サムパンJi'ilj首相

らに代表される左派グループとは政治的には互U、

iこ異質の勢力であり，忌j庄はとくに後背の左派グ
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